
            令和４年度 後期 教育課程編成委員会 

                     議事録 

 
                           学校法人 さくら学園 
                           慈恵歯科医療ファッション専門 
                           日時：令和５年３月６日（月）13:30～14:30 
                           場所：学校法人さくら学園 本部応接室 
                           記録：山中 幸子 
 
 

参加者 
    【外部委員】3 名 
     浅井 章夫 様  浅井歯科医院院長 愛知県歯科医師会副会長 
     長坂 信二 様  社会福祉法人安祥福祉会  
              特別養護老人ホーム あんのん館・福釜 事務長 
     岩堀 厚司 様  株式会社 岩堀洋品店 社長 
 
   【内部委員】4 名 
     岩瀬 せつ子   学校法人さくら学園理事長 
     大石 純男    慈恵歯科医療ファッション専門学校 校長 
     岩田 美幸            〃        ファッション学科 学科長  
     松尾 幸司            〃        医療事務学科   学科長 
     山中 幸子            〃        歯科衛生士学科  学科長 
 
 
   【委員会次第】                     司会・進行  大石 純男 
    開会：大石純男委員の開会挨拶にて開会 
    １．理事長挨拶（岩瀬せつ子） 
      卒業式を控えての教育課程編成委員会の開催。 

様々なご意見を頂戴したい。 
        
    ２．参加者自己紹介 
      上記の出席者の自己紹介 
 
    ３．学校法人さくら学園の概要説明 
      ・歯科衛生士学科３年は昨日歯科衛生士国家試験を受験した。ファッション学科・医療事務学科、

歯科衛生士学科は全員内定をいただいている。臨地臨床実習、病院実習も順調に実施済み。 
      ・さくら学園の安城生活福祉高等専修学校に新たに美容師科が新設される。 
             
    ４．各学科の教育課程編成・外部実習等について    



      １）配布資料に沿い概要・進捗状況説明  （学校長 大石純男） 
      （１）本校の現状説明 
        ①歯科衛生士学科       ・Ｈ28～Ｒ4 歯科衛生士国家試験結果 
                       ・Ｒ４年度 就職状況 
        ②医療事務学科        ・Ｒ４年度 就職状況 
        ③ファッション学科      ・Ｒ４年度 就職状況 
 
      （２）令和４年度 検定・資格取得状況 
         資料参照 
 
      ２）各学科の教育課程編成・外部実習等について 
       （１）服飾・家政専門課程 ファッション学科（ファッションアパレルコース） 
                            （学科長 岩田 美幸） 
         ①別表１・２ 説明 
       （２）医療事務学科            （学科長 松尾 幸司） 
         ①別表４・５ 説明 
         ②医療事務学科 病院実習施設     （学校長 大石純男） 
       （３）歯科衛生士学科           （学科長 山中 幸子） 
         ①別表６   説明 
         ②臨地・臨床実習の概要  資料参照  （学校長 大石 純男） 
          臨地臨床実習施設（７回生） 
 
      ５．令和４年度 後期学校生活アンケート 要望回答一覧 （学校長 大石 純男） 
         ・学生からの要望・意見を参考に、より良い学校生活が送れるよう対応していく。 
      
      ６．審議 
        浅井委員 
        ・口腔メンテナンス、口腔機能維持が問題となり、高齢者歯科が大事になってきている。 
        ・コロナ対策として、歯科での感染予防対策に取り組んでいる。換気と消毒の徹底、予防接種

にも参加して協力している。 
        ・国民皆保険として、国民皆歯科検診の方法が模索されている。健康診断に歯科も入る方向で

歯科検診が進んでいる。唾液検査・う蝕活動検査・歯周病検査の実施の方向もある。 
        ・今後、骨太の方針で謳われている国民皆歯科の方向で、大学生~４０歳までの空白期間をど

うするのかが問われている。妊婦検診や産後検診についても検討されている。 
活躍が期待されている。 

        ・法律の変化が予定されている。若年者の口腔ケア、虫歯・歯周病は感染症として扱われてい

く。 
 
        長坂委員 
        ・マイナンバーカードの読み取りが開始され、医療保険がカードに移行していくので、医療事

務員の知識向上と機械化への対応力が必要となっている。 
・デジタル化へ向けた対応力が必要である。 



・デジタル社会の中で、遅れないように学びを深めていってほしい。 
・コロナ禍も一段落してきているが、マスク対応についても、心のケアも必要である。 

        ・マスクの必要性についても二極化しており、マスク対応が難しくなっている。 
        ・学校においても、同様の対応が必要だったのではないか。 
 
        岩堀委員  
        ・アパレル業界においては原材料の値上げで、縫製工場も国内にシフトしてきているが、縫製

ができる人が不足し、研修の引き継ぎができておらず、制服の発注をしても入庫できない状

況が続いている。 
・綿花の流通が滞り、生地の製作ができず、人の流れも止まっており、大変苦しい状況が続い

ている。 
・服飾関係も世界と繋がっていること、縫う人の取り合いになっている状況がある。海外での

人件費が高くなり、国内で賄うのも難しい状況である。 
・高齢化が進み、カバンやクツの製作において若手の育成が大事になっている。海外からの人

材の必要性が高まり、熱意のある留学生が求められている。 
        ・留学生には日本で働いて、技術・知識を身に付け、働ける力を付けることが大切であること

を教えてほしい。 
 

    ７．挨拶 
       岩瀬理事長 
        ・様々なご意見を頂き有難うございます。今後の教育課程編成に生かしていきます。 

今後ともよろしくお願い致します。 
 
 


